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教材の目的 

 

 

この章ではレッスン 7カ月目～1年の指導内容に絞って作りました。 

 

7 カ月以降のレッスンについても、今までのレッスンと同様に基本的なベースは持っておい

て、あとは生徒の様子を見ながら進めていくと良いと思います。 

 

この章の最大のポイントは、両手でピアノを弾くことです（両手奏と言います）。 

 

これまでは片手でピアノを弾いたり、両手とはいえ 1 つのメロディーを左右交互に弾くだ

けでしたが、ここでの「両手で弾く」とは、右手がメロディーで左手が伴奏型のものを言い

ます。 

 

で、この両手奏、実は教えるのが結構難しいのです・・・（；^ω^）。その辺りの教え方をｐ

8 でお伝えしていますので、しっかり読んでもらえたらと思います。 

 

両手奏はピアノを学習する上での最初の関門です。両手でスラスラ弾ける感覚をつかんで

もらい、ピアノがイヤにならず続けてもらえるようにしたいものです。 

 

 

それでは順番に見ていきましょう！ 
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レッスン 7 カ月目～1 年間のスケジュールはこちら 

 

前回第 6章「レッスン 2カ月目～半年の内容」はわかっていただけたでしょうか？ 

次は最後の章であるレッスン 7カ月目～1年の内容に入っていきますよ(^-^) 

 

 

 

基本のレッスン 

項目 時間 

①ピアノを弾く（テキスト 3冊） 25 分 

②リズム＆ソルフェージュ 10 分 

 

使う教材  

 

 

 

 

 



 

Copyright (C) 2018  All Rights Reserved. 

- 5 - 

ピアノの弾き方指導実践（7 カ月目～1 年） 

 

まず「プリマーＡ」から「オルガンピアノの本①」に移っていき、「ピアノひけるよ！ジュ

ニア」は 2巻へ進み、「バーナム」は導入書へと進んでいきます。 

 

計 3 冊のテキストから各 1 曲ずつを宿題に出してやってきてもらいます（※バーナムの本

は 1ページずつ出す）。 

 

 

オルガンピアノの本① 

 

「オルガンピアノの本①」 

  

 

この本の最大のポイントは、両手でピアノを弾くことです（両手奏と言います）。単に 1つ

のメロディーを左右で弾き分けるのではなく、右手がメロディーで左手が伴奏のものを弾

いていきます。この両手奏がムリなく弾けるかどうかが、最初の第一関門なので、きっちり

押さえたいところです。 

https://books.rakuten.co.jp/rb/11546031/
https://books.rakuten.co.jp/rb/11546031/
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実際の進め方 

最初の数ページは（プリマ―Ａのレベルと一緒のため）飛ばして、ｐ14「ちらちらこゆき」

から始めます。 

右「ドレミファ」、左「ドシラソ」の練習です。 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「新しい本になったね。引き続き①音の名前を言いながら弾く②リズムを言いながら弾く

③歌いながら弾く、の順番で弾こうね」と言います。 

 

※この辺りから、音の名前を言いながら弾くのを面倒くさがる子が出てくるのですが、ソル

フェージュを兼ねた練習にもなっているので、ピアノを始めて 1年間は続けてほしいです。 
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ｐ31「たいこ」では、強弱を学んでいきます。 

 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「ｆはフォルテといって、大きい音で弾くという意味ね。ｐはピアノっていって、小さい

音で弾くっていう意味だよ」と言います。 

 

 

※まずは先生が強弱をオーバーにつけて弾いてあげましょう。子どもはマネをするのが得

意なので、上手に弾くことができますよ♪ 
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●両手奏の教え方 

ｐ36「ピアノのおけいこ」から、いよいよ両手奏（右手がメロディーで、左手は伴奏を弾く

弾き方）に移ります。「オルガンピアノの本」で一番教え方が難しいなぁと思うところです。 

 

 

【ポイント】 

この曲の最大の課題は、「右手がスラー（つなげる）、左手は切る」と

いう弾き方です。 

 

ほとんどの子が、両手で弾いたときに（左手につられて）右手のメロディーがぷつぷつ切れ

てしまいます。スカラーは教え初めの頃、どうやって教えたら右手がぷつぷつ切れないのか

あれこれ試したのですが、ようやくこの方法で落ち着きました。 

 

下記の図のように、左手の音の最後にお休みを入れます。 

 



 

Copyright (C) 2018  All Rights Reserved. 

- 9 - 

●子どもへの説明の仕方 

・「右手のメロディーは切れないようにね。右手の 4音目「ミ」の音を弾いたときに、左手

をはなしてみよう」と言います。 

※子どもによっては「手をはなす」という言い方より、「指をはなす」「手を上げる」という

言い方の方が分かりやすいかもしれません 

 

このテクニックは、慣れるまでにとても時間がかかるのですが、左の 4拍目をお休みにする

ことで、かなり弾きやすくなります(^-^) 

 

＊合格の基準＊ 

他の曲はおまけで合格をすることもありますが(^^;)、この曲に関しては、「右手がスラー、

左手は切る」ができるまでは合格させません。弾き始めて 3週間ほどで合格できるような目

安でやってみてください。 

 

 

ｐ39「そよかぜ」から左手の低い「ドレミファソ」が出てきます。 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「へ音記号の低い「ド」が出てきたね。これからたくさん出てくるから覚えていこうね」

と言います。 
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（この曲はリズムが少しややこしいので、） 

・「まずは弾く前にリズム打ちをしてみよう。で、リズム打ちができたら弾こうね」と言い

ます。 

 

※このタイミングで、音楽ノートに低い「ドレミファソ」を書いて覚えてもらいましょう 

 

 

 

 

ｐ42「たんぼのなかのいっけんや」から、ファのポジションに移ります。 

ファのポジションっていうのは、（ドの音から始まる曲じゃなくて）ファの音から始める曲

ということです。 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「今まではドの音から始まっていたけど、この曲はファの音から始まるんだよ。右手はフ

ァに 1番の指を置いて、左手はドに 1番の指を置いて弾こうね」と言います。 
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ｐ48「ドナルドおじさん」が終れば、ピアノを始めて 1年ぐらいが経っているころです。 

 

この曲は左右がト音記号になっていて楽譜としては少々見にくいのですが、両手の 1 の指

をファに置いて弾けばすんなり弾くことができます。少しテンポを上げて弾いてもらいま

しょう。 

 

「オルガンピアノの本①」が終わる目安は 7カ月ぐらいです。1巻が終ればそのまま 2巻へ

移ってください。 

 

 

では、次は「ひけるよ！ジュニア②」の教え方に移ります。 
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「ピアノひけるよ！ジュニア②」 

 

「ピアノひけるよ！ジュニア②」 

 

 

2 巻目の最大のポイントは、こちらも両手奏が出てくることです。 

右手と左手を同じ方向に動かしたり、右手がメロディーで左手が伴奏型という曲も出てき

たりします。それでも難易度は他のどのテキストよりも易しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://books.rakuten.co.jp/rb/3658671/
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実際の進め方 

ｐ22。ここで初めて同じ音を一緒に弾いていきます。左手は右手と違って動きが鈍いので、

左手のだけの練習をたくさんしてもらいましょう。 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「両手で同じ音を弾いていくよ。右も左も同じ方向に動かしていこうね」と言います。 

※両手が弾きにくい場合は、右手だけ、左手だけと片手で練習をしてもらってから、両手で

合わせてもらいましょう。 

 

 

で、ｐ24「かっこう（1）」で、左手だけの練習をしてから・・・、 
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ｐ26「かっこう（2）」で、両手で弾いてもらいます。 

ぶっちゃけ、かっこう（1）を飛ばして、（2）に進んでも良いのですが、（1）を飛ばすと左

手だけの練習をしてこない子がいるので、私は（1）でしっかり左手だけの練習をしてもら

ってから、仕上げのつもりで（2）をやってもらっています。 

 

 

 

 

ｐ30「ちょうちょう（1）」も、かっこう（2）と同様で、両手とも同じ音を弾いていきます。 
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で、それができたらｐ38「ちょうちょう（2）」で、右手がメロディー＆左手伴奏型を弾きま

す。 

 

 

 

 

ｐ44「せいじゃのこうしん」が終ればこの本は終了です！ 

 

 

 

「ひけるよ！ジュニア②」が終わる目安は半年ぐらいです。2巻が終わったら次はレパート

リーＡに進みましょう（3巻が少し難しくなるので、間にレパートリーＡを入れる方がスム

ーズに進めるのでおすすめです）。 

 

では、次は「バーナム導入書」を見ていきましょう！ 
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「バーナムピアノテクニック導入書」 

 

この本は最初のページから、両手で弾くようになっています。 

とは言っても、右手がメロディーで、左手が伴奏ではなく、右手も左手も同じ方向に指を動

かす練習をしていきます。 

 

 

 

 

これは余談なのですが、大人の初心者の生徒さんで、すでに音符の読み方がわかっている方

の場合はこの本から始めます。 
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実際の進め方 

この本は最初のページから両手で弾くようになっています。ｐ6「歩こう」です。 

 

 

 

ｐ10「さかだちの練習」では、音階（スケール）の練習になっています。初めて親指をくぐ

らせるという、「指かえ」のテクニックになります。 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「ファの音で親指をグッと手の内側に入れるんだよ。そのときに手首は動かさないよ。指

だけの力で弾こうね」と言います。 
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ｐ16「なわとび」は 2段目の 8分音符を早く弾かないといけないので、 

結構難しいです・・・（；^ω^）。 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「上の段はゆっくり、下の段は 8分音符だから速く弾こうね。テンポに気をつけて弾いて

みよう！手首には力を入れないで指だけの力で弾こうね」と言います。 

 

 

ｐ21「晴れの日とくもりの日の側転運動」は、晴れ＝長調、くもり＝短調 の違いを理解し

て弾いてもらいましょう。 
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後半になってくると、いろんな調で弾く課題があり調性の練習にとても良いですよ（でも難

しいので弾き込みが必要です）！ｐ29「丘をジャンプ」 

 

 

●子どもへの説明の仕方 

・「この曲はドの部屋、レの部屋、ミの部屋、ファの部屋、ソの部屋の 5つの部屋になって

いるんだよ。シャープに気をつけて順番に弾いていこうね」と言います。 

 

 

「バーナム導入書」が終わる目安は、たいだい 10カ月ぐらいです。導入書が終われば 1巻

へ進んでください。 

 

 

 

これで、ピアノの弾き方の解説を終わります。 

次は、へ音記号の低い「ドレミファソ」の教え方についてお伝えしていきますね！ 
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へ音記号の低い「ドレミファソ」の教え方  

 

ヘ音記号の低い「ドレミファソ」を覚えてもらう方法です。 

 

必要な道具 

 

 

 

実際の進め方 

まずは下の図にあるように、へ音記号の黒い点に注目してもらいます。 

 

・手作りの音符カード 

ヘ音記号の覚えがよくない子用

に作ったものです 
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で、1つ目にあるのが「ソ」で、       2 つ目にあるのが「ミ」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして 3つ目にあるのが「ド」と覚えてもらいましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうやって黒い点にフォーカスしてもらうことで、無理なく覚えられると思います。 

これで、へ音記号の低い「ドレミファソ」の教え方は終わりです。 
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「5 才のリズムとソルフェージュ」について  

 

7 カ月目以降も引き続き、各 3つずつ宿題に出してあげてください。 

どっちも同じ量だけ宿題を出しますが、おそらくリズムの方が簡単で問題数も少ないので

先に終わると思いますが、残りのソルフェージュだけを宿題に出していきましょう。 

 

ソルフェージュをやっている子どもたちからは「音楽の授業で歌がきれいに歌えているっ

てほめられた！」とか「音符が読めるようになってきてリコーダーが楽しい。音符が分から

ない人に教えてあげている」と言ってくれるので、効果があるなぁと実感しています(^-^) 

 

 

リズム打ちをするときは、 

 

① リズム唱（ター ティティ ターアンを言いながらたたく） 

② 拍数（4/4 拍子なら、1、2、3、4を言いながらたたく） 

 

ソルフェージュをするときは、 

① 1 回目は先生と一緒に歌う 

② 2 回目は 1人で歌う 

 

で進めていってください。 

 

「5 才のリズムとソルフェージュ」が終わったら、 

順番に「リズムとソルフェージュ①」 

に進んで下さいね。 

 

「リズムとソルフェージュ①」→→ 

 

 

 

 

https://books.rakuten.co.jp/rb/3553225/
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おわりに 

 

これで、第 7章(終)「レッスン 7カ月目～1年の内容」は終わりです。 

 

レッスンが半年を過ぎてくると、1回のレッスンで合格ができなくなってきます。そのため

に 1回でマルがもらえなくなったことへの苛立ちを覚える子が出てきます。 

 

「1 回で合格できなかった・・・」と落ち込む生徒もいれば、 

「え～、合格じゃないの！？ マルしてお願い！」と頼み込む生徒もいるんですよね（；^

ω^）。 

 

私の場合ですが、 

落ち込む生徒の場合は、「これからは 1回だけでは合格できないかもしれないけれど、でも

それだけ難しい曲が弾けるようになったってことだね。上達している証拠だね」などと言っ

て励まします。 

 

頼み込む生徒の場合は、「先生もほんとは合格させてあげたいよ。だけど弾けてないよね？ 

おまけで合格もらってたら、だんだん難しい曲が弾けなくなってくるよ？ きちんと仕上

げよう！」なんて言っています。 

 

 

とは言いつつも、ピアノを教え始めたころは情に流されて何度もおまけのマルをした記憶

が・・・(笑)。 

 

 

これでスカラーの教材は以上です。 

この教材をたたき台にして、自分なりのレッスンを作っていってくださいね☆彡 

 

最後までお読みくださってありがとうございました！ 
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規約 

このレポートの利用に際しては、以下の条件を遵守してください。 

 

 

このレポートに含まれる一切の内容に関する著作権は、レポート作成者に帰属し、日本の著

作権法や国際条約などで保護されています。 

 

 

著作権法上、認められた場合を除き、著作権者の許可なく、このレポートの全部又は一部を、

複製、転載、販売、その他の二次利用行為を行うことを禁じます。 

これに違反する行為を行った場合には、関係法令に基づき、民事、刑事を問わず法的責任を

負うことがあります。 

 

 

レポート作成者は、このレポートの内容の正確性、安全性、有用性等について、一切の保証

を与えるものではありません。また、このレポートに含まれる情報及び内容の利用によって、

直接・間接的に生じた損害について一切の責任を負わないものとします。 

 

 

このレポートの使用に当たっては、以上にご同意いただいた上、ご自身の責任のもとご活用

いただきますようお願いいたします。 
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